





	
	長寿の記録でギネスブックに載ることになり、女性レポーターが取材した時の問答。

    

    レポーター　：「長寿の秘訣はなんですか？」

    泉重千代：「酒と女かのぉ。」

    

    レポーター　：「お酒は何を飲むのですか？」

    泉重千代：「黒糖焼酎を薄めて飲むんじゃ。」

    

    レポーター　：「では、女性はどういうタイプがお好きですか？」

    泉重千代：「やっぱり、年上の女かのぉ。」 
	
	
	
	■泉　重千代翁　年譜

鹿児島県生まれ。120歳と237日生きた。


120歳の「大還暦」を祝う日、自宅で焼酎をふるまう泉　重千代翁　（1985年6月25日）


泉　重千代が生まれた故郷の呼び名は、当時、伊仙あつかい浅間村と呼ばれ、太平洋
と東シナ海を見下ろし、サトウキビ畑が広がる伊仙町阿三のなだらかな丘陵地である。


1865年　　　　 父・為源、母・つるかめの長男として生まれる。
(慶応 1）

1872年   7歳　 戸籍法が制定される。
(明治 5）　　  祖父、勝澄の養子として入籍（7歳）。

　　　　　　　 生後半年のうちに両親を相次いで失い、叔父に育てられる。



1904年  39歳　 みや　と結婚。
　　　　　　　 ※新婚旅行は結婚5年後に沖縄へ、帆掛け船で行った。


1956年　91歳　 (妻)みや　死去
(昭和 31）

1966年 101歳　 福田正臣（1919年3月生まれ　鹿児島大学医学部第一内科助教授)が、
　　　　　　　 泉　重千代を含む100歳以上の高齢者15人を診察。

　　　　　　　 100歳過ぎても、自分で針の穴に糸を通しており、胃腸がすこぶる
　　　　　　　 丈夫、目も耳も達者。
　　　　　　　 歯はないものの、ごはんも肉もよく食べて、おかゆは嫌っていた。
　　　　　　　 泉　重千代に老齢学の(ＡＤＬ＝日常生活の中の心身の活動力)の
　　　　　　　 見地から疑念を持つ。

1973年 107歳　 福田正臣　再び徳之島を訪れる。
　　　　　　　 福田が住まいを訪れると、ちょうど山仕事から帰り、ひとふろ浴び
　　　　　　　 ているところだった。山から担いできたという竹の束が置いてあり、
　　　　　　　 持ち上げてみると大変な重さだった。とても100歳すぎの老人の手に
　　　　　　　 負えるものではなかった。面談をしてみると、身ごなし、話しぶり
　　　　　　　 が若々しい。一般にいわゆる「100年の顔」という相（老齢学の中に
　　　　　　　 老人には普通の医学的な検査データでは説明できない年相応の要素
　　　　　　　 の内の一つ）がある。重千代にはまだそれがない。
　　　　　　　 ますます福田の疑念は深まり診察対象の15人から重千代をはずした。     

1979年 114歳   福田正臣　日本老年医学会で、泉　重千代の世界最高齢を否定。

1980年 115歳   長寿世界一を達成後、名誉町民第１号になり、大阪までジェット機
　　　　　　　 の旅をする。

1984年 119歳   週刊誌がスクープ記事として「実際の年齢は15歳も若い」と報じる。

1985年 120歳　 6月29日　大島郡伊仙町の伊仙小学校の体育館で、泉　重千代の大還
　　　　　　　 暦祝賀会を開催。
　　　　　　　 ※大還暦とは、還暦（60歳)を２度も迎えた驚異的な長寿を称えるた
　　　　　　　　 めに考えだした美称。

1986年 120歳   2月21日　大往生
　　　　　　　 国内のマスコミはもとより外電も「120歳、世界最高齢者の死」を世
　　　　　　　 界中に報じた。



海を見下ろす丘に建つ　重千代翁の銅像　（大島郡伊仙町阿三）


■長寿世界一になるまでの軌跡

鹿児島県内の長寿者ナンバーワンになったのは1970年。当時　泉　重千代は、105歳に
なっていた。

1976（昭和51）年には、113歳で死去した河本にわ(滋賀県)に代わって長寿日本一
（111歳）。

3年後に、世界記録の認定に国際的権威をもつギネスブック誌上で世界一になる。
戸籍登録に基づいて確証のもてる長寿世界一の記録保持者は、米国のデリナ・フィル
キンズ夫人（1815年5月4日生まれ、1928年12月4日死亡　113歳と214日）。

重千代は、ギネスブック出版の時点で３番手ながら、上位２人はいずれも他界してい
たため差を縮め1979年１月、一気に抜き去り記録更新を続けた。

    
	













